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　血中甲状腺ホルモン測定法として、このたび新たに

開発されたぬlinkr〔Xtt社のSPAC　T3　キット並びに

SPAC　T4　RIAkitを使用し、これらの基礎的検討、

臨床的検討を行った。

　キットの使用説明書に従い千葉大甲状腺外来に訪れ

た甲状腺疾患々者40例につき測定した。

　現在迄に得られた結果は次の通りである。

1）SPAC　T3　uptakeキットについて、

・）同時再現性：機能充進症、甲状腺腫、機能低下症

1例で、それぞれ49．6±2．3％（n－10），45・2±4・5％（n

＝10）’50・9±1・0％（n＝10）であつた。n）日差再現

性は1例で50．5±1．5％（n＝5），他の1例1で42．8±

2．1％（n＝3）であった。

‖）SPAC　T4　R丁A　kltについて・

1）1司時再現性：充進症1例で26．9±5．4Pt2／’de（n＝11

），甲状腺腫7．6±0．5μ’／tdt（n－12），低下症1．8±0．2

μρ／’de（n＝11）であった。　li）希釈、回収試験：T4高

値血清の希釈試験は良好であn、T4低値血清に2，

5，10，20．40μ2／’dtのT4を加えた場合の平均回収

率け100・4％であった。ni）Ebs－O－Mat　T4法との

相関はr＝O．91，y＝－O．Ol肝O．79（n＝52）であった。

　考案〕　本法は血清が25Plと従来に比べ少ない為、

精度が懸念されたが、同時再現性、日差再現性とも艮

好でかつ、操作が非常に簡便化され、有用な検査法で

あると思われた。但し、これに二重測定VC於て変動係

数20％～60％のパラツキをみとめた。抗体coatlng

チューブの不均一一に起因するものか例数をふやし検討

しプヒい。

　最近開発されたスパックT3およびT4　（第一RI）
による甲状腺機能検査法の有用性について検討した。

　本法の原理は固相法RIAを応用したものてあり、抗丁3

および抗丁4抗体をコートしたチューブ内て125－1標th［lr3

まt；　tiT　4と患者血滑2『μ1をインキュペートする・

インキュペーシ∋ン後内容物を傾斜して棄て、チューフを

カウンターで計測する。この様に簡便な測定法であり、イン

キュペーション時間も60分と短かくルチン検査として好適て

ある。　スパックT3においては、標識T3と血中TBaの
結合反応がチューブの抗丁3への結合に優先し、（抗丁3抗

体の親和性が［VBGより低い）、TBG非結合の125－I　T　3の

みがチューフに結合し、従来よりのT3Uが測定される。

本法は室温で行なえるが、試桑を冷蔵庫よりとり出した直

後のものと経時的に4時間まで放置して加温されたものとの

結合カウント、測定成績には著変を認めなかった。アッセイ

内の変動は低値例で9．1％と高いが他では3．8％以下と良好

であった・テカント後水洗した船BカウンM・約3％の

一率な低下傾向を認めたが、測定成績には有意差を認めなか

った。健常人15例の測定成績は34～46％に分布し平均39．1土

3．0％であった。トリオソルプMとの相関は0．926ときわめ

て良好てほぼ直線的（y・o・74・　一一4．92）に分布し極端な

偏位を示すものはなかった。猶トリオソルフ値に比して約

L5倍高い値が得られ正常値に対†る比T3Uでの表現が臨床

上望ましいと考えられた。

　スパックT4法はANSの添加によ’）TBGとNの結合が阻書

されたT4の固相法のRIAである。本法のアッセイ内変動は低

値例で14．3、高値例で15．1％を示しアッセイ間の変動も9．18

％と従来の［D4－RIA法に比してやや高値を示した。

本法の標準液は2μg／d1が最少てあるが、さらに希釈によ

つて0．5μg／dlまで測定可能であった。0血清が添加されこれ

による高値血清の希釈曲線は標準曲線によく平行した。

本法においても傾斜後の測定成績と水洗後の成績に著変は認

めなかったが、水洗後に若干のBカウントの低下があきらかで

あり、パラツキも小となる傾向がみられた。　正常人は5．8～

12・5の範囲に分布し・平均8．26±1．53μ9／dlであつた。

T4－RIAダイナとの相関は相関係数r＝O．969と⇔めて良好

でY＝1．03xゴ：1．09の直線に近く分布し、両者間に偏位を示†

ものはなかつた。

　スパックT3およびT4の各種疾患者における成績も従来のト

リオソルプ凹およびT4－RIAの成績と本質的に差がみられず、

各々から導かれるF141　6　R　ttrな相閥を示した。　スパック法

ta手技がMtRb・つ血清鋤沙なくてすみ、その成積もよく臨

床所見を反映し、好適な甲状腺機能ルチン検査法であると結

論された。
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